
(１) 第181号 仲 町 ふ れ あ い 令和４年７月５日  　

大 畑 信 一
（令和４年 1月１日現在）

世帯数　1,632
人　口　3,378 
男　子　1,628
女  子　1,750
高齢化率　40.5%

　住みよい
まちづくりを

 学 区 内 人 口

 

令
和
４
年
度

　
　
　

事
業
計
画

仲町学区 ホームページ  https://c-nakama.com

　

４
月
17
日
（
日
）
３
年
ぶ
り
に

仲
町
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

会
・
仲
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

総
会
を
仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

宇
田
川
事
務
局
長
の
総
合
司

会
、
原
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
畑
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

清
掃
功
労
者
皆
川
薫
さ
ん
が
市
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
森
田
進
一
氏

が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
一
般

会
計
及
び
積
立
金
収
支
決
算
・
夏

ま
つ
り
収
支
決
算
・
地
区
社
協
収

支
決
算
並
び
に
監
査
報
告
が
あ

り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
令
和
４
年
度
事
業
計

画(

案) 

・
一
般
会
計
収
支
予

算(

案) 

・
夏
ま
つ
り
収
支
予

算(

案) 

・
地
区
社
協
収
支
予
算

(

案)

が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
解
任
後
、
役
員
、
推
進
員
、

そ
の
他
の
委
員
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
委
員
の
紹
介
、
仲
町
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

の
紹
介
が
あ
り
、
下
山
田
副
会
長

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

以
下
に
総
会
で
の
令
和
４
年
度

事
業
計
画
、
役
員
、
各
部
の
事
業

計
画
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
仲
町
学

区
で
も
日
々
の
活
動
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
り
、
育
て
上
げ

る
」
を
合
言
葉
に
「
こ
の
ま
ち
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

仲
町
学
区
で
は
高
齢
化
が
か
な

り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま

す
。
高
齢
者
の
皆
様
に
安
心
し
て

暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
「
あ
ん

し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録

者
一
覧
」・
「
避
難
行
動
要
支
援
者

リ
ス
ト
」
に
基
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
、
社
協､

民
生
委

員
、
町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
協
力
の
も
と
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
、
避
難

場
所
や
避
難
路
の
周
知
、
危
険
個

所
の
確
認
、
避
難
行
動
の
確
認
等

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
防
犯
活
動

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
し
児
童
生
徒
の
登
下
校

時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

ま
す
。

　

再
生
資
源
の
回
収
や
違
反
広
告

の
追
放
、
不
法
投
棄
の
回
収
活
動

に
加
え
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行

い
、
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
再
生
資
源
回
収

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
資
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

担
い
手
と
な
る
青
少
年
の
健
全
育

成
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校

と
連
携
し
、
魅
力
あ
る
活
動
を
企

画
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
事
業
を
通
じ
て
地
域

に
潜
在
す
る
人
材
の
発
掘
、
育
成

を
は
か
り
、
種
々
企
画
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
参
加
を
促
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
新
し
く
仲
間
入
り
し

た
住
民
の
皆
さ
ん
に
一
人
で
も
多

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
な
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
務
め
ま
す
。

　

新
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
タ
イ
ム

リ
ー
で
き
め
細
か
な
情
報
を
発
信

し
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
動
の
拠
点
と

し
て
各
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
主
体

は
皆
さ
ん
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
々
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

（中）大畑会長、（左）森田議長、（右）役員

仲町学区

ホームページ
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　　第181号 仲 町 ふ れ あ い 令和４年７月５日（２）

　

令
和
４
年
度
役
員

令
和
４
年
度

仲
町
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会

　
　
　

お
も
な
事
業

広　

報　

部

生
涯
学
習
推
進
部

環
境
美
化
部

（
１
）　

広
報
紙
「
仲
町
ふ
れ
あ
い
」

　
　
　

の
発
行

　
　
　

●
年
４
回
発
行

（
２
）　

広
報
紙
「
仲
町
地
区
社
協

　
　
　

だ
よ
り
」
の
発
行

　
　
　

●
年
３
回
発
行

（
３
）　

事
業
方
針

　
　
　

●
各
専
門
部
事
業
の
紹
介

　
　
　

●
各
事
業
部
イ
ベ
ン
ト
参

　
　
　

加
者
の
声
（
参
加
者
の
感

　
　
　

想
文
）

　
　
　

●
地
域
住
民
の
積
極
的
な

　
　
　

投
稿

部
員
（
敬
称
略
）

（
コ
ミ
推
担
当
）

佐
藤
信
生
、
湯
浅
和
博
、
添
田
英

二

(

地
区
社
協
担
当)

山
元
外
志
子
、
田
中
芳
子
、
勝
谷

睦
子
、
藤
田
と
し
子

（
１
）  

切
り
絵
教
室

（
２
）  

野
菜
作
り
教
室

（
３
）  

ス
マ
ホ
教
室

（
４
）  

日
立
の
歴
史
教
室

（
５
）  

日
立
理
科
ク
ラ
ブ
に
よ
る

　
　
　

工
作
教
室

（
６
）  

日
立
の
気
象
教
室

（
７
）  

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

　
　
　

調
べ

（
８
）  

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
入
門
講
座

（
９
）  

コ
ー
ヒ
ー
教
室

（
10
）  

ク
ラ
フ
ト
教
室

（
11
）  

餅
つ
き
大
会

　
　
　
　
　
　

（
文
化
部
と
共
催
）

（
12
）  

正
月
飾
り
作
り

（
13
）  

み
そ
づ
く
り
教
室

（
14
）  

み
ん
な
の
料
理
教
室

　
　
　
　
　

（
地
区
社
協
と
共
催
）

（
15
）  

外
国
人
に
よ
る
料
理
教
室

　
　
　
　
　

（
地
区
社
協
と
共
催
）

部
員
（
敬
称
略
）

菅
原
康
宏
、
森
山
弘
一
、
福
地
清

子
、
小
林
則
子
、
海
老
名
く
み
子
、

大
沼
文
江
、
石
渡
康
子
、
川
島
説

子
、
根
本
恵
子
、
熊
坂
政
喜
、　

矢
吹
順
子
、
照
沼
君
江
、
篠
塚
義

昭
、
藤
田
と
し
子

（
１
）　

交
流
セ
ン
タ
ー
除
草
作
業

　
　
　

協
力
（
春
・
夏
・
秋
）

　
　
　

（
仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー
利

　
　
　

用
団
体
連
絡
会
と
合
同
）

（
２
）　

宮
田
川
清
掃
協
力

　
　
　

（
春
・
秋
）

（
３
） 

通
学
路
・
歩
道
橋
周
辺
の

　
　
　

清
掃
協
力（
仲
町
歩
道
橋
・

　
　
　

宮
田
歩
道
橋
・
白
銀
歩
道

　
　
　

橋
：
３
か
所
）

　
　
　

落
書
き
防
止
の
見
回
り

　
　
　

（
通
学
路
清
掃
時
に
実
施
）

（
４
）　

環
境
美
化
看
板
の
状
況
確

　
　
　

認

（
５
）　

不
法
投
棄
の
監
視

部
員
（
敬
称
略
）

皆
川
薫
、
大
貫
敬
之
、
菊
池
誠
、

浅
羽
み
ど
り
、
加
藤
高
久
、
宮
永

洋
、
荒
川
充
洋
、
照
井
道
子
、
川

俣
和
子
、
菊
池
正
春
、
小
林
則
子

会　

長　
　
　
　
　

大
畑　

信
一

　
　
　
　

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

副
会
長　
　
　
　
　

原　
　

孝
介

　
　
　
　

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

副
会
長　
　
　
　
　

下
山
田
幹
子

防
災
・
防
犯
部
長　

佐
藤　

光
寿

文
化
部
長　
　
　
　

舘
澤　
　

徹

体
育
部
長　
　
　
　

大
場　

昭
仁

環
境
美
化
部
長　
　

津
村　

弘
史

青
少
年
育
成
部
長　

吉
澤　

伸
也

ふ
れ
あ
い
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣　
　

功

安
心
ネ
ッ
ト
事
業
部
長

（
兼
）　
　
　
　
　
　

宇
田
川
吉
明

広
報
部
長　
　
　
　

岡
本　
　

寛

　
　
　
　

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

生
涯
学
習
推
進
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
元　

信
和

事
務
局
長　
　
　
　

宇
田
川
吉
明

　
　
　
　

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

会
計
（
コ
ミ
推
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

朝
美

会
計
（
地
区
社
協
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
と
し
子

監
査　
　
　
　
　
　

千
葉　
　

要

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

監
査　
　
　
　
　
　

佐
藤　

信
生

（
地
区
社
協
も
兼
ね
る
）

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

令
和
４
年
度

　
　
　

重
点
項
目

（１）	 安全で安心して暮らせる住みよいまちづくりの推進

（２）	 生活安全のための自主防災・防犯活動の推進
（３）	 青少年の健全育成活動の充実
（４）	 住民の福祉の向上を目指した福祉活動の推進
（５）	 地域組織力の強化推進
（６）	 避難行動要支援者、高齢者の支援体制の確立
（７）	 生涯学習事業の推進
（８）	 きれいなまちづくりと環境美化事業の推進
（９）	 再生資源回収量の増加活動推進

（
１
）　

仲
町
学
区
健
康
づ
く
り
体

　
　
　

育
祭　
　
　
　
　

（
中
止
）

（
２
）　

仲
町
学
区
夏
ま
つ
り　
　

　
　
　
　
　
　

８
月
６
日
（
土
）

（
３
）　

仲
町
学
区
敬
老
会
は
中
止

　
　
　

敬
老
高
齢
者
元
気
応
援
事

　
　
　

業
を
実
施
予
定

（
４
）　

仲
町
学
区
文
化
祭　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

11
月
６
日（
日
）

（
５
）　

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

（
実
施
日
未
定
）

（
６
）　

仲
町
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
・

　
　
　

か
み
ね
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

（
実
施
日
未
定
）

（
７
）  

地
域
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　

10
月
16
日（
日
）

　

右
記
、（
２
）（
３
）（
４
）
は

実
行
委
員
会
運
営
と
な
り
ま
す
。

【
注
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
為
、
実
施
時
期
・
事

業
内
容
の
変
更
や
中
止
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。



(3) 第181号 仲 町 ふ れ あ い 令和４年７月５日  　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
為
、
実
施
時
期
の
変
更
や

事
業
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

事
業
部
事
業

　

実
施
に
関
す
る

　
　

お
こ
と
わ
り

文　

化　

部

（
１
）  

平
沢
中
、
心
豊
か
な
体
験

　
　
　

学
習

（
２
）  

仲
町
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　
　

（
青
少
年
育
成
部
と
共
催
）

（
３
）  

仲
町
わ
ん
ぱ
く
隊

　
　
　

（
青
少
年
育
成
部
と
共
催
）

（
４
）  

風
流
物
の
話
と
体
験

（
５
）  

竹
と
ん
ぼ
作
り

（
６
）  

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　

（
体
育
部
と
共
催
）

（
７
）  

手
打
ち
そ
ば
作
り

（
８
）  

餅
つ
き
大
会
（
生
涯
学
習

　
　
　

推
進
部
と
共
催
）

（
９
）  

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
置

　
　
　

（
仲
町
小
）

部
員
（
敬
称
略
）

栗
田
明
、
亀
井
諭
、
会
沢
義
則
、

鈴
木
啓
之
、
舘
澤
良
治
、
仁
平
泰

広
、
布
施
龍
一
、
松
﨑
淳
、
上
野

郁
夫体　

育　

部

（
１
）  

学
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
２
）  

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　

（
文
化
部
と
共
催
）

（
３
）  

学
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　

大
会

（
４
）  

仲
町
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
・

　
　
　

か
み
ね
・
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン

　
　
　

ド

（
５
）  

他
学
区
と
の
交
流
事
業

　
　
　

（
助
川
学
区
と
の
グ
ラ
ウ

　
　
　

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）

（
６
）  

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

（
７
）  

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　
　
　

（
地
区
社
協
と
共
催
）

（
８
）  

５
学
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

　
　
　

フ
大
会
（
★
）

（
９
）  

４
コ
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
会

　
　
　

（
★
）

（
10
）  

日
立
市
民
綱
引
き
大
会

　
　
　

（
★
）

（
★
） 
日
立
地
区
体
育
振
興
会
事

　
　
　

業

部
員
（
敬
称
略
）

佐
々
木
大
和
、
森
田
三
郎
、
菊
地

和
夫
、
福
原
牧
夫
、
高
島
友
子
、

福
地
久
恵
、
福
田
博
子
、
大
内
正

典
、
久
保
木
勝
浩
、
矢
吹
茂
巳
、

安
藤
昭
英
、
柳
橋
弘
明
、
大
谷
早

苗

防
災
・
防
犯
部

（
１
）  

夏
祭
り
時
の
防
犯
パ
ト

　
　
　

ロ
ー
ル

（
２
）  

救
急
救
命
訓
練
講
習
会

　
　
　

（
隔
年
実
施
）

（
３
）  

地
域
防
災
訓
練

（
４
）  

ミ
ニ
防
災
講
習
会

（
５
）  

防
災
倉
庫
の
保
管
品
点

　
　
　

検
・
整
理
と
発
電
機
の
動

　
　
　

作
確
認

青
少
年
育
成
部

（
１
）  

仲
町
子
ど
も
ま
つ
り

（
２
）  

仲
町
わ
ん
ぱ
く
隊
（
親
子

　
　
　

で
工
作
、
花
火
）

（
３
）  

星
を
見
る
会（
親
子
学
習
）

（
４
）  

人
形
劇
公
演
「
パ
ッ
ペ
」

（
５
）  

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動

　
　
　

（
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
含
む
）

（
６
）  

ひ
た
ち
郷
土
か
る
た
大
会

（
７
）　

仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
イ

　
　
　

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
８
）  

ク
リ
ス
マ
ス
会

部
員
（
敬
称
略
）

佐
藤
泰
司
、
森
田
進
一
、
菊
地
聖

一
、
長
谷
川
陽
子
、
滑
川
誠
、
森

雄
一
郎
、
佐
藤
聡
子
、
伊
藤
江
見
、

小
峯
賢
司

安
心
ネ
ッ
ト
事
業
部

（
１
）  

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
会
議

（
２
）  

民
生
委
員
児
童
委
員
と
の

　
　
　

連
携

（
３
）  

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
整
備

（
４
）  

要
支
援
者
の
見
守
り
活
動

　
　
　

の
推
進

（
５
）  

専
門
家
に
よ
る
巡
回
安
全

　
　
　

サ
ー
ビ
ス

（
６
）  

軽
度
作
業
事
業
の
支
援

（
７
）  

防
災
訓
練
に
協
力

（
８
）  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業

　
　
　

の
推
進

（
９
）  

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

部
員
（
敬
称
略
）

城
地
京
子
、
渡
辺
ミ
ツ
子
、
高
田

秀
生
、
斎
藤
常
吉
、
森
山
弘
一
、

宍
戸
由
美
子
、
上
野
郁
夫
、
山
元

信
和
、
小
林
則
子
、
高
島
友
子
、

大
沼
文
江
、
福
地
久
恵
、
石
渡
康

子
、
菅
原
康
宏
、
菊
池
正
春
、
矢

吹
順
子
、
福
田
博
子
、
海
老
名
く

み
子
、
舘
澤
徹
、
小
峯
賢
司

ふ
れ
あ
い
事
業
部

（
１
）　

健
康
講
座

（
２
）　

み
ん
な
の
料
理
教
室
（
生

　
　
　

涯
学
習
推
進
部
と
共
催
）

（
３
）  

外
国
人
に
よ
る
料
理
教
室

　
　
　

（
生
涯
学
習
推
進
部
と
共

　
　
　

催
）

（
４
）  

平
沢
中
学
校
福
祉
フ
ォ
ー

　
　
　

ラ
ム

（
５
）  

仲
町
い
き
い
き
健
康
ク
ラ

　
　
　

ブ

（
６
）  

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
実
施

　
　
　

（
９
サ
ロ
ン
）

（
７
）  

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
８
）  

園
児
・
児
童
と
の
交
流
会

（
９
）  

健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
健
康
体
操
）

（
10
）  

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
者

　
　
　

会
議

（
11
）  

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　
　
　

（
体
育
部
と
共
催
）

部
員
（
敬
称
略
）

大
竹
勝
幸
、
日
下
部
由
美
、
山
岸

雅
子
、
和
田
陽
子
、
椎
名
由
佳
、

向
井
香
織
、
川
俣
和
子
、
関
良
子
、

上
田
ま
さ
、
金
成
か
つ
江
、
山
中

か
よ
子
、
蛭
田
三
枝
子
、
野
澤
三

好
、
鈴
尾
輝
子
、
高
橋
豊
子

　

委
員
長　
　
　

大
畑　

信
一

　

副
委
員
長　
　

原　
　

孝
介

　
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

関
係
諸
団
体
の
役
員

　

・
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

次
頁
に
続
く

（
６
）　

防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　

会
へ
の
参
加

部
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
義
光
、
深
谷
尚
恵
、
澤
入
光

雄
、
渋
谷
康
裕
、
佐
藤
晴
正
、
小

松
崎
正
幸
、
山
本
高
通
、
高
橋
弘

行
、
片
柳
正
一
、
根
本
俊
男
、
古

跡
直
人
、
吉
原
よ
り
子



　　第181号 仲 町 ふ れ あ い 令和４年７月５日（４）

　

令
和
４
年
度
、
最
初
の
『
仲
町

ふ
れ
あ
い
』
新
聞
を
発
行
す
る
に

あ
た
っ
て
、
３
年
ぶ
り
の
仲
町
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
と
仲
町

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
会
内

容
を
掲
載
し
ま
し
た
。事
業
計
画
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
主
な
事

業
、
並
び
に
専
門
部
の
事
業
計
画

も
具
体
的
に
記
載
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な

い
で
事
業
計
画
を
推
進
で
き
る
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

Ｅメール　c-nakama@net1.jway.ne.jp

　
違
反
広
告
物
追
放
推
進
員

代
表　

大
場　

昭
仁

　

千
葉　
　

要　

佐
藤　

信
生

　

福
原　

牧
夫

　
土
木
推
進
委
員

　

白
田
宇
吉
郎

 

編 

集 

後 

記

前
頁
か
ら
続
く

 　

切
り
絵
教
室

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
部

 

通
学
路
歩
道
橋
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
美
化
部

　

令
和
４
年
５
月
28
日
（
土
）
毎

年
恒
例
の
仲
町
学
区
歩
道
橋
と
通

学
路
清
掃
３
か
所
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
主
催
者
の
小
中
学
校

側
の
参
加
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
急

遽
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
環
境

美
化
部
員
と
賛
同
者
１
２
人
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

例
年
ど
お
り
通
学
児
童
が
安
全

に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

宮田歩道橋下の清掃

　

副
委
員
長　
　

下
山
田
幹
子

　

会　

計　
　
　

原　
　

玲
子

　
　

〃　
　
　
　

渡
邊　

恭
子

　
交
流
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
連
絡
会

　

会　

長　
　
　

古
跡　

直
人

　

会　

計　
　
　

川
崎
て
る
子

　

書　

記　
　
　

山
中
か
よ
子

　
不
法
投
棄
監
視
委
員

　

舘
澤　
　

徹　

大
場　

昭
仁

　

津
村　

弘
史　

坂
本　

達
治

 

清
掃
功
労
者
市
長
表
彰

　

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、
地

道
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
、
個
人
の
表
彰
と
し
て
、

一の鳥居前と近辺の道路の清掃

　

宮
田
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
が

主
体
と
す
る
令
和
４
年
度
の
春
の

宮
田
川
清
掃
が
令
和
４
年
６
月
４

日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
た
。

　

環
境
美
化
部
は
、
Ｊ
Ｘ
金
属
㈱

の
参
加
者
が
宮
田
川
の
不
法
投
棄

物
（
空
き
缶
、
瓶
等
）
を
本
山
の

一
の
鳥
居
前
に
集
め
る
た
め
、
一

の
鳥
居
前
と
近
辺
の
道
路
わ
き
の

草
刈
り
を
作
業
協
力
と
し
て
実

施
、環
境
の
美
化
整
備
を
行
っ
た
。

　

尚
、
昨
年
度
設
置
し
た
不
法
投

棄
禁
止
看
板
の
効
果
に
よ
り
一
の

鳥
居
の
駐
車
可
能
ス
ペ
ー
ス
に
は

不
法
投
棄
の
ご
み
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
引
き
続
き
、
今
回
の
状

況
を
維
持
す
る
た
め
に
一
の
鳥
居

前
と
近
辺
の
道
路
わ
き
の
草
刈
り

を
実
施
し
環
境
の
美
化
整
備
を
続

け
て
い
き
た
い
。

 　

宮
田
川
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
美
化
部

　

又
、
白
銀
歩
道
橋
で
県
道
36
号

沿
い
の
高
鈴
台
団
地
入
口
付
近
の

雑
草
も
処
理
し
ま
し
た
。

　

景
観
が
良
く
な
り
、
ポ
イ
捨
て

等
も
無
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

皆さん切り絵に集中です

表彰を受ける

皆川薫さん

今
年
、
個
人
は
「
皆
川
薫
」
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
総
会
の
席
上
令
和
３

年
度
清
掃
功
労
者
市
長
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
尚
、
団
体
は
該

当
な
し
で
し
た
。

　

４
月
15
日
（
金
）
に
交
流
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て『
切
り
絵
教
室
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
十
回
ま
で
行

わ
れ
る
も
の
で
今
回
は
第
一
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

講
師
に
は
切
り
絵
作
家
と
し
て

活
躍
中
で
百
年
塾
市
民
教
授
で
も

あ
る
竹
蓋
年
男
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
当
日
は
十
一
名
の
参
加

で
し
た
。

　

カ
ッ
タ
ー
の
基
本
的
な
使
い
方

や
簡
単
な
下
絵
切
り
等
基
礎
か
ら

丁
寧
に
教
え
て
頂
け
る
教
室
で

す
。

　

黒
画
用
紙
に
図
案
を
留
め
て
カ

ッ
タ
ー
を
用
い
て
切
り
抜
く
作
業

に
初
の
経
験
と
な
る
参
加
者
は
真

剣
な
面
持
ち
で
取
組
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
切
り
抜
い
た
図
案
の

美
し
さ
に
感
動
や
達
成
感
を
味
わ

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
切
り
絵
の

楽
し
さ
や
魅
力
を
発
見
、
実
感
さ

れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
無
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
二
時
間
半

程
の
教
室
の
終
わ
り
に
は
自
宅
で

の
練
習
用
と
し
て
切
り
絵
図
案
が

参
加
者
に
渡
さ
れ
次
回
迄
の
宿
題

と
な
り
ま
し
た
。
教
室
の
回
を
重

ね
る
毎
の
上
達
振
り
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。


